
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

学校教育目標 

確かな知恵を養おう  豊かな心を育てよう  健やかな体をつくろう  逞しい実践力を身につけよう 

2024 新年のご挨拶 

                 校長 林  智宏 

３学期の主な行事予定 

１月３０日（火）新入生入学説明会       ３月 ５日（火）公立高等学校学力検査日 

２月 1 日（木）第２回学校運営協議会        6 日（水）公立高等学校面接試験日 

    2 日（金）学力テスト（全学年）        ７日（木）３年生を送る会 

5 日（月）参観日・懇談会（1 年）      １０日（日）卒業証書授与式 

6 日（火）参観日・懇談会（2 年）      １４日（木）後期一斉委員会活動日 

１５日（木）ＰＴＡ役員会 運営委員会     １８日（月）公立高等学校合格発表日 

２７日（火）参観日・懇談会（３年）      ２２日（金）令和５年度 修了式 

 

３学期の登校日数は４４日！ １日１日を充実させましょう！ 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本を読んで応募しよう！２０２３ 

【 読書感想文部門 中学校の部 】 

最優秀賞 ：２年Ｂ組 大﨑  倖 さん      令和５年度 宗谷管内児童生徒美術展 

【 ＰＯＰ部門 中学校の部 】           【準特選】 ３年Ａ組 中場美咲希 さん   

ＰＯＰ大賞：２年Ｂ組 野田 芽唯 さん            ２年Ａ組 新岡  蓮 さん 

令和５年度 枝幸町絵画書道展 

【 絵画の部 】 

中学２年生 佳 作 ２年Ｂ組 石田 遥陽 さん 

 中学３年生 佳 作 ３年Ｂ組 坂本ひかり さん 

 

【 書道の部 】 

表彰されたみなさん、おめでとうございます！ 

部活動の頑張り ～ 北海道中学校スキー大会アルペン競技 ～ 
１月１１～１３日までの３日間、朝里川温泉スキー場にて開催されました。競技種目は男子ジャイアント

スラローム（ＧＳＬ）、男子スラローム（ＳＬ）、女子ジャイアントスラローム（ＧＳＬ）、女子スラローム

（ＳＬ）の４種類。本校から４名の生徒が参加してきました。各自が自分の持っている力を出し切ったこと

と思います。また、次の大会へ向けて頑張ってください。 

 

【男子ＧＳＬ、ＳＬ】１年Ａ組 斉藤 虎鉄 さん 

【女子ＧＳＬ、ＳＬ】2 年Ａ組 水尾 碧芭 さん 根木 悠愛 さん 

                 2 年Ｂ組 早坂 愛音 さん 

枝幸中学校の様子は 

ホームページからも発信中。 

ＱＲコードからご覧ください！ 
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０
２
４
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し
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。
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お
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ご
し
だ
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し
ょ
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か
。
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迎
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▼
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、
石
川
県
の
能
登
半
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半
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を
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が
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こ
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休
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が
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依
然

イ
ン
フ
ル
エ
ン
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等
に
対
す
る
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染
対
策

は
ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。
自
分
の
心
も
身

体
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
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▼
３

学
期
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
３
年
生
は
進
路
に
向
け
て
、
１
・
２

年
生
も
次
の
学
年
に
向
け
て
振
り
返
り
と

見
通
し
を
も
つ
学
期
で
す
。
▼
短
い
学
期

と
な
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
の
中
で
保
護

者
・
地
域
の
皆
様
方
か
ら
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
は
幸
い
で
す
。
▼
今
後
と

も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
学
校
へ
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

参加生徒 

 

 

２学期末の大変お忙しい時期に、ご協力いただきました「令和５年度 後期 

学校評価アンケート」。今年度 2 度目の学校評価アンケートの回答率は 58.2％ 

（64 人／110 人）。前回 7 月と比べて 8 人（8.2％）増加しました。ありがと 

うございます。 

なお、今後も学校評価アンケートは常に回答率１００％を目指して取り組んで 

まいります。ぜひこれからも、枝幸中学校の学校経営に対してご理解とご協力をお願いいたします。 

（結果につきましては 3・４枚目に掲載しておりますのでご覧下さい） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<評価が高かった項目> ＊（ ）内は肯定的回答の割合％ 

12 枝幸中は、子どもたちが安心して通うことができる学校になっている。（87.5％） 

13 枝幸中は、思いやりの心、仲間を大切にする態度を育てている。（82.8％）  

３ ②学校教育目標「豊かな心を育てよう」（81.3％） 

７ 枝幸中は、子どもの努力を認めたり励ましたりして、温かく接している。（81.3％） 

→生徒アンケートでも「1７ 学校は安心して生活できる。（87.0％）」「19 学校生活についての先生方

の指導は納得できる。（87.0％）」「４ 先生方は自分のことを認めてくれている。（88.3％）」「11 授

業や学習の取組でわからないところは、先生が丁寧に教えてくれる。（88.3％）」の項目が高い結果とな

りました。今後も、中学校が子どもたちにとって信頼感を持てる、安心・安全な学びの場となるよう取組

を進めていきます。 

 

<評価が高くない項目> ＊（ ）内は肯定的回答の割合％  

５ ④学校教育目標「逞しい実践力を身につけよう」（53.1％） 

→実践力が身についたかどうかを判断するのは難しいですが、生徒アンケート項目の「２「あきらめな

い」気持ちをもって「やりきる」ことができた取組がある（84.1％）」となっており、自己評価は高くな

っております。今後は保護者の皆様にもこれまで以上に取組については積極的に発信します。 

 

９ 枝幸中は、子どもたちに学力が身につくよう取り組んでいる。（59.4％） 

→生徒アンケートの結果からは「７学習に対する意欲」が高かったり（81.1％）」、「８「わかった」「で

きた」と感じている」割合が高くなっています。（81.8％）しかし、これらの結果がテストの点数などに

反映されていないのも事実です。誰が見ても「学力が身についた」と思えるよう、今後も教科経営を行っ

ていきます。 

 

８ 枝幸中は、行事や取組で、子供たちがやりがいや達成感をもてるよう取り組んでいる。（62.5％） 

 →生徒アンケートの結果からは「５学級や生徒会活動、行事、部活動等の活動において、自分の役割を果

たすことができた（85.7％）」や「６学級や行事で自分は成長できたと思う（77.9％）」と 8 割近くの生

徒が肯定的回答をしています。こちらも取組を積極的に発信することで、誰が見ても「やりがいや達成感

をもてた」と思えるよう、今後も取組を進めます。 

 

〈生徒アンケートで評価が低かったもの〉＊（ ）内は肯定的回答の割合％ 

12 家庭学習の時間や家庭学習を行う日や時間が『昨年より』増えた。（49.4％ → 57.1％） 

13 家庭学習を自分で計画を立てて勉強している。（48.1％ → 59.4％） 

 →アンケートの中では群を抜いて低い 2 項目ですが、前期の反省と比べてもともに１０％近く肯定的回答

の割合が増加しています。2 学期の取組の成果と押さえるとともに、現状に満足せずさらに数値を上昇さ

せるべく、教科経営の中でも、定着のための手立てをさらに工夫し、改善していきます。 

 

<総括> 

令和５年度も残すところ 3 学期のみとなりました。前期の学校評価アンケートで明らかになった課題を全

教職員が解決に向けて取り組んだ結果、微増ではありますが数値が上昇しました。理想は全項目の肯定的回

答が 100％ですが、特に低い項目についての引き上げをこれからも続けていきます。 

前回同様、「生徒が安心できる安全な学校づくり」が学校経営の肝となります。この土台づくりを次年度

も怠らず、その上で学力を向上させていきます。 

また、学校のようすをこれまで以上に積極的に発信していくことが重要と考えます。ぜひご家庭でも、学

校生活について話題にしていただければと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


